
立命館宇治高等学校　「法政特殊講義」後期：私法
第１２回　②消費者契約：学納金不返還特約＜２＞

2010.01.14. 佐藤　敬二

はじめに

1)本日の講義内容

　1.50分→意思表示・無効・取消について講義→　コメントペーパー作成

2.50分→最高裁判決を読む　　　　　　　　→　結果をレジュメに書き込む

3.50分→班で議論して見解を作る　　　　　→　次週に発表・議論
2)今回の講義内容：最高裁判決を読む

　　→手順　1.最高裁判決（［資料］）を読んで、レジュメの設問に回答する

            2.全体で答え合わせ

            3.京都地裁判決、大阪高裁判決を読んで、レジュメの設問に回答する

            4.全体で答え合わせ

　　　　　　5.（時間があれば）大学側の言い分

＊講義テーマ：学納金不返還特約の拘束力を全面的に承認してよいのか。

１．判決データにかかわって

　1)原告・被告はそれぞれ誰ですか。


　原告：

　被告：

　2)請求したものは何ですか。

　　　　　　　　　

3)最高裁の結論は何ですか（原告は勝訴したのですか敗訴したのですか）。


　＊アドバイス：わからなくなったら、主文中「訴訟費用の負担」の項を見ればわかる

２．事実の概要にかかわって
　1) 事件が起こったのは何年のことですか（西暦ならびに元号）


　

2) 被告の学則には納付金返還についてどのような規定がありましたか。


　

3) 入試要項において入学辞退手続きどのように記載されていましたか。


　

  4)原告はどのような辞退手続きをとりましたか。


　5)被告はそれに対してどのような対処を行いましたか。


３.判決理由にかかわって

1)在学契約はいつ成立すると判断していますか。


2)納付金にはどのような種類があると判断していますか。


　3)入学金はどのような性質を有すると判断していますか。


　4)そのように判断している理由として何をあげていますか。


　5)在学契約の解除の自由についてどのように判断していますか。


　6)授業料に関する不返還特約の有効性と、その理由について、どのように判断していますか。


　

7)不返還特約は公序良俗に反すると判断しているか反しないと判断していますか。


　8)そのように判断した理由として何をあげていますか。


8)例外にあたる場合としてどのようなことをあげていますか。


　9)なお、新聞記事より、消費者契約法が適用されるとするとどのような結論になるでしょうか。


　10)なぜ本件では消費者契約法が適用されなかったのでしょうか。


４．高裁判決にかかわって

　1)高裁判決の結論は何ですか（原告は勝訴したのですか敗訴したのですか）。


　2)不返還特約は公序良俗に反すると判断しているか反しないと判断していますか。

　3)そのように判断した理由として何をあげていますか。


５．京都地裁判決にかかわって

　1)京都地裁判決の結論は何ですか（原告は勝訴したのですか敗訴したのですか）。

　

2)授業料と入学金の区別についてどのように判断していますか。


　

６．大学の言い分にかかわって

　1)在学契約の一方的解除ができるか。

　2)不返還特約の意味は何か。
3)公序良俗違反か。

4)消費者契約法は適用されるか。
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